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県民の皆様へ、福 岡 県 医 師 会からのお知らせです。

医療従事者と患者さん、その家族との「信頼関係」
という医療の原点にスポットをあて、病気になった
時に感じたことや介護にまつわる経験、お医者さ
んや看護師さんとのふれあいなど、医療・介護に
関する体験記を募集しました。一般・中高生・小学
生の3部門に計376点のご応募をいただきました。
第5回のコンクールで受賞された方々は右記のと
おりです。たくさんのご応募、ありがとうございまし
た。１月19日に開催いたしました県民公開講座で
表彰式を行い、受賞者のみなさまには、表彰状と
副賞を贈呈いたしました。

福岡県医師会では春の花粉飛散シーズン中、毎日
ホームページ等を通じて花粉の飛散情報を県民の
皆様へお届けしています。1988年の開始から30年
目を迎えた今年は、花粉情報30周年記念県民公
開講座を開催し、約200名の方にご参加いただき
ました。国立病院機構福岡病院アレルギー科医長・
岸本禮子先生による「花粉症は全身疾患―食物ア
レルギーとの関連も―」と題した記念講演では、花
粉症は薬物療法が一般的だが、現在は免疫療法も
進んでいるので医療機関に相談して早めの対策を
とるよう呼びかけ、花粉症の基礎知識や食物アレ
ルギーなどについて解説がありました。講演後は、
福岡ソフトバンクホークス前監督の秋山幸二氏の
トークショーが行われ、ユーモアたっぷりに自身の

つらい花粉症体験を披露。最後に「もうすぐ花粉の
シーズンですが、今は良い薬があるので自分に
あった治療をして、東京五輪につながる今年のプ
ロ野球を楽しんでください」と呼びかけました。

第5回作文コンクール
「心のふれあい大賞―わたしのまわりの医療体験」結果発表

花粉情報 30周年記念 県民公開講座を開催しました

【主催】公益社団法人福岡県医師会
【共催】福岡県、福岡県教育委員会、西日本新聞社 

1月19日、エルガーラホールにて開催。
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精神科・心療内科の現場から

呼吸器内科の現場から

　風しんは、妊娠の早い時期に感染すると、生まれてくる赤ちゃん
が先天性風疹症候群を発症することがあるため、妊娠の可能性
がある女性は自分が予防接種を受けたか確認しましょう。
　妊娠中は予防接種ができないため、その場合は抗体検査を受
けて、抗体が低い場合は同居者など周囲の人に風しん抗体検査
または予防接種を受けてもらいましょう。どちらも多くの市町村
で費用の助成を行っていますので、お住まいの自治体、またはか
かりつけの医療機関に確認ください。
　1962年4月2日～1979年4月1日生まれで、風しん抗体が陰性の
男性を対象に4月から定期予防接種が開始されますが、福岡県で
は風しんの流行がすでに始まっています。周囲に妊婦がいる可
能性のある方は、費用助成の開始を待つことなく抗体検査、必要
に応じて予防接種を受けましょう。

　うつ病はどの季節でも発症する病気ですが、一般には冬に発症
する人が多く、これは日照時間が短くなることが原因と考えられて
います。一方、春に発症する人も。
　春は進学や就職、転居などが多く、これらの変化に対応できず
に体調を崩したり、過去にそのような変化を体験し、嫌な気分に
なったことを、徐々に暖かくなっていく春という季節に思い出して、
うつ的になる人もいます。毎年、春になると心が不調になり、会社
や学校に行きづらくなる人は精神科や心療内科の医師に相談す
ることをお勧めします。

内科の現場から　

風しん流行中！ 妊婦は要注意

春はうつ病にご用心

　気管支喘息は、空気の通り道に炎症が起こり狭くなり、息苦しくな
るアレルギー性疾患です。狭くなった気道を空気が通る時にゼイゼ
イという音がするのが特徴で、PM2.5などの大気汚染、タバコの煙、
家のホコリ、ペットの毛や食品などが喘息発作の原因となります。
　喘息予防は原因物質を遠ざけ、風邪をひかないよう注意すること
が大事。発作が起きた時の治療薬は即効性があり治ったように思
えますが、そのままだと直ぐに再発するため、治療には予防薬の継
続が必要です。喘息と言われたらかかりつけの医師に相談し、喘息
発作が起きないよう予防薬を続けてください。

患者の約６割が大人！？
気管支喘息は予防薬の継続が大切
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